



CIAS discussion paper No.53 : 「カラム」の時代 VI.--近代
マレー・ムスリムの日常生活2 = The Age of QalamVI--
Everyday Life of Modern Malay Muslims 2 (2015), 53: 32-36
Issue Date2015-03
URL http://hdl.handle.net/2433/228632
Right© Center for Integrated Area Studies (CIAS), Kyoto University
Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University














































































































































































































































































































































36 CIAS Discussion Paper No. 53 『カラム』の時代Ⅵ──近代マレ ・ームスリムの日常生活2
とハラム（禁止されるもの）の価値判断基準に対する
多様な疑問や問題意識をマレ ・ームスリム社会の人々
は抱いていた。「今、自分たちが置かれている環境にお
いて、それはハラルであるのか、ハラムであるのか」に
関する判断基準が不明瞭であると感じるものについ
て、『カラム』誌の「千一問」には多くの質問が投稿され
た。これらの質問は、特に「お金」「文化」「飲食」「イバー
ダート（ムスリムが守るべき義務）」の4点に集中した。
「お金」に関しては、お金を獲得する手段や方法がハ
ラル（許される）範囲のものであるかに関する質問と
ともに、「お金」そのものに対するハラル性について
問う（獲得するプロセスのハラム性は、それで得たお
金そのもののハラム性へと繋がるのか）投稿がなされ
た。「文化」については、「イスラム的ではない」ものが
混淆した文化に関して、それを行うことや行われる
場についてどこまでをハラルをみなしうるのかとい
う線引きの問題が投げかけられた。「飲食」や「イバー
ダート」については、日常的に直面するやむを得ない
もの（病気、勤労など）とどう向き合いながらムスリム
としてハラルを実践していくかに質問の多くが関連
しているように見受けられる。
　近代国家という新しい統治枠組みの中に組み込ま
れたことにより、社会には様々な変化が生じた。また、
イスラム以外の習慣や文化、ムスリム以外の人々と
「交わる」ことが日常的であるマレ ・ームスリムの人々
が、自らを取り巻く社会の中で、一人のムスリムとし
てハラルを実践し続けるための知識や知恵を持つこ
とが求められた。そのような時代の中で、「千一問」に
おける質問と問いを通して、マレ ・ームスリムの人々
が、「ハラルを実践するとは」ということを改めて理解
しようとしていたことが、彼らの投稿から垣間見える
のではないだろうか。
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